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創立 10 周年記念事業準備委員会を発足 
 
  地域共同研究開発センター(CRD センター)は平成 10 年度に創立 10 周年を迎える。今年 4 月に創立 10 周年
記念事業準備委員会を発足させ、その準備にとりかかっている。準備委員として、平成 9 年度 CRD 運営委員
の教官、CRD センタ－協力会会員、前 CRD センタ－長、事務局長などからなる委員を選出した。 
  第一回準備委員会は４月 8 日(火曜日)、本学中会議室に於いて開催された。その中で、委員長は田中雄一
センタ－長が選出された。10 周年記念事業として次の４つの事業を行うことを決め、今後の役割分担と担当
者を決定した。 
  １．記念式典   ２．記念講演会   ３．記念祝賀会  ４．10 周年記念誌の発行 
今後、平成 10 年６月 19 日(予定)のこれら各種記念行事に向け、具体的な実施計画を立ていくことにしてい
る。これまでの CRD センタ－の歩みを振り返り、今後の大学と地域との連携・協力の充実と一層の研究・技
術開発を促進する節目となる記念事業にしたい。次回の準備委員会は、7月 1日(火)を予定している。 
 
【研究紹介】 
ファジィ・ニューラルネットワークを用いた降
雨量・洪水流量予測 
 
建設システム工学科  藤間  聡 
 
  洪水災害の防止・軽減には迅速で正確な河川流量
の逐次予測と、その予測に基づいた的確な対応が求
められる。しかし、洪水流量予測には次の間題点が
存在しており、予測精度の向上を妨げている。 
(1)現行の予測法では、パラメータ同定に長期間に
亙って蓄積された降雨量、流量データを必要とする。 
(2)データに混在する観測誤差の低減処理が困難な
ため、このデータに基づく予測値の信頼性は低い。 
(3)山地部の降雨量データは質的に不備なものが多
く、流域全体で同一精度のデータを取得し難い。 
  的確な洪水流量予測法を構築するため、上記(1)
に対して、ニューラルネットワークを用いて降雨－
流出変換系をブラックボックスに置換する。一方、
(2)に対しては、観測データにファジイ理論を適用
して観測誤差及び不確実性を低減する。本予測法で
は、生起している洪水事象の現時点から６時間先ま
での流量を普及が進んでいる計算容量の小さなパー
ソナル・コンピュータを使用して数秒間で予測する
とともに、ACI(赤池情報量基準)と数値アニーリン
グ法を援用して予測精度の向上を図っている。北海
道全域の河川水系に適用した結果から、水文観測資
料が完備している一級河川はもとより、資料の少な
い二級河川においても良好な精度で予測可能である。
洪水流量予測の一例を図に示す。 
  信頼性の高い洪水予測を行うには、入力値である
降雨量の正確な予測が不可欠となる。しかし、現行
の降雨観測システムは(3)で述べた欠点を有する。
本研究では、静止気象衛星画像を通して得られる膨
大な気象情報をニューラルネットワークによってパ
ターン化し、ｌ時間毎のメソ・スケール降雨分布及
び降雨強度を予測する手法を開発している。本降雨
予測法が実用化されると洪水予測精度の飛躍的な向
上が図れることになる。
 
【運営委員会】 第1回議事録（5月13日） 
議題 1.H9 年度民間等との共同研究について 
    申請のあった区分Ｂの新規１件、継続１件、区分 Ｃ       
  の新規１件、継続１件、計４件の受け入れが審議の 
  結果承認された。 
議題 2.H9 年度受託研究について 
   継続１件の受け入れが審議の結果承認された。 
議題 3.H9 年度高度技術研修の実施について 
    本年度も前年度と同じ内容で「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ技術とその   
  応用」を 11 月に実施することを再確認した。 
報告事項 
1.H9 年度共同研究員の客員教授称号付与について 
2.CRD ｾﾝﾀｰ開設 10 周年記念事業について 
CRD ｾﾝﾀｰの開設 10 周年記念事業に研究協力会として
200 万円程度の助成をする旨、研究協力会総会で決定され
たことが報告された。第 1回の準備委員会の審議の内容
が報告された。 
3.H9 年度 CRD ｾﾝﾀｰ事業計画案について 
4.自己点検・評価の見直しについて 
 
 
「近くて遠い国－ロシア－」－今、拓ける新しい道－ 
 
開催日および会場： 
 7 月 11 日(金）：KKR 札幌  ３階「鳳凰」(札幌市中央区北４条西５丁目１ ℡.011-231-6711） 
 7 月 12 日(土）：室蘭工業大学 本部 ３階「大会議室」 (室蘭市水元町 27-1 ℡.0143-44-4181） 
主催：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 
共催：室蘭工業大学地域共同研究開発センター研究協力会 
後援：(財)北海道地域技術振興センター 
講演会参加費：無料 
懇親会参加費：有料 
 
****** プログラム  ****** 
（札幌、室蘭会場共） 
 
 
                                司 会 ： 桑 野    寿(室蘭工業大学材料物性工学科教授) 
                                         北 村  則男(ホテルオーシャン代表取締役)     
講演会 
14:00 ～14:10   挨 拶                       室蘭工業大学長 泉 清人 
 
14:10 ～15:00  「日・露、これからの仲」 
                              中日新聞／東京新聞顧問 大江 立夫 氏 
 
  ロシアほど、日本人の好悪の感情が極端に分かれる国も珍しい。この巨大な隣人とどう付き合うか
は、２１世紀の日本の優先課題である。 
15:00 ～15:50 「ロシア極東・シベリアと北海道の経済協力の最近の動向」 
           在札幌ロシア連邦総領事 Ａ. Ｖ. クリフツォフ 氏 
  ロシアの極東，シベリア地方は今、国際経済関係にはじめて自発的に参加しようとしている。地方行政府と
連邦政府は現状を改善するための一連の措置をとっているが、障害物は残っている。障害物の解決方法は？   
まだ北海道に知られていない魅力ある経済活動は？   その可能性は？ 
 
 
 
****** 休   憩 ****** 
 
16:10 ～17:00 「東シベリアの経済，産業の発展：投資の見通し」 
      クラスノヤルスク非鉄金属アカデミー副学長 Ｎ.Ｎ.ドブジェンコ 氏 
 
  秘密のベールに覆われていた東シベリアの重工業中心の百万都市、クラスノヤルスク市。その周辺で展開す
る宇宙・軍事・運輸産業などの民営化や経済復興プロジェクトについての近況報告と大学，市民生活の紹介。 
 
懇親会 
17:10 ～  (7/11：KKR 札幌 3 階「エルム」) 参加費 6,000 円 
          (7/12：室蘭工業大学生活協同組合 2 階「パレット」) 参加費 3,000 円 
 
参加ご希望の方は 7 月 4 日までにファックスでお申し込み下さい。 
Fax:0143-47-3298ＣＲＤセンター事務室(飯島) 
 
多数の方のご来聴をお願いします。 
 
